
 

 

{ 

 "timestamp":＜日時＞, 

 "source": ＜データソース＞, 

 "data":[{"temperature":気温,"pressure":気圧, "humidity":湿度}] 

} 

timestamp：データ全体の日時。YYYYMMDDhhmmss形式の文字列。省略時には現在の日時がサーバ側で設定される。 

source：データ送信元の IDを任意の文字列で指定する。tag(source)に入る。通常は装置識別子。 

data：データの配列。キーが fieldで値が valueに入る。順序に意味は持たせない。基本的には任意のフィールド名を付けられる。 


